
1,000,000

決算額の財源内訳

決算額

901,701

その他

901,701

地方債
予算の執行状況

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

1　石巻地域産学官グループ交流会自動車関連産業集積部会
　(1)　みやぎ自動車産業振興協議会総会及び記念講演
　　・開催日：平成28年5月26日
　　・場所：仙台国際ホテル
　　・講師：トヨタ自動車株式会社　Mid-size Vehicle Company 製品企画部
　　　　　　ZF チーフエンジニア　豊島　浩二　氏
　　・演題：「トヨタが変わる！プリウスも変わる！」～新型プリウス開発にかけた想い～
　(2)　自動車講演会①
　　・開催日：平成28年9月13日
　　・場所：石巻市役所第2臨時会議室（太陽生命石巻ビル1F）
　　・講師：石巻地域産学官グループ交流会　髙橋　悌太郎　座長
　　・演題：「座長としての思い」
             [自動車関連産業集積部会、ＩＭプロジェクトに対する所感」
　　　　　　「石巻地域産学官連携の最新動向と今後の姿」
　　・共催：ＩＭプロジェクト
　(3)　工場視察①
　　・視察日：平成28年11月17日
　　・視察先：アイシン東北株式会社　本社及び工場
　　・視察内容：会社概要説明、工場視察、質疑
　(4)　自動車講演会②
　　・開催日：平成28年11月25日
　　・場所：石巻専修大学
　　・講師：東北大学未来科学技術共同研究センターNICHe　特任教授　白方　雅人　氏
　　・演題：「リチウムイオン電池の現状と将来」
　(5)　自動車講演会③
　　・開催日：平成29年1月10日
　　・場所：石巻専修大学
　　・講師：石巻専修大学経営学部　教授　石原　慎士　氏
　　・演題：「異業種連携による石巻の地域性を生かした商品開発手法と産業活性化策」
　　・共催：ＩＭプロジェクト
　(6)　工場視察②
　　・視察日：平成29年2月23日
　　・視察先：株式会社ヤマサコウショウ本社工場
　　・視察内容：会社概要説明、工場見学、質疑
　　・共催：ＩＭプロジェクト
2　ＩＭ（石巻マシン）プロジェクト
　(1)　石巻フードツーリズム研究会との情報交換
　　・開催日：平成29年3月21日
　　・場所：石巻専修大学

予
算
科
目

2 目

7

1

款

項 第 1 節商工費

　石巻地域における産学官が連携し、自動車関連企業等の有機的なネットワークの形成や関連情報の共
有化等を図りながら、地域企業の技術力が向上してきている。
　ＩＭプロジェクトにおいては、ＥＶコンバート車の制作の他、異業種を含めた工場見学等を通じて業
種を超えたネットワークの形成や、石巻地域のものづくり産業発展に寄与するような活動が行われた。

自動車関連産業振興推進費

総
合
計
画

商工業振興費 ( 4 )

地域資源を活かして元
気産業を創造するまち

(  )

　石巻地域における産学官が連携し、自動車関連企業等の有機的なネットワークの形成や関連情報の共
有化等を図りながら、地域企業の技術力の向上等に努めることにより、自動車関連産業への進出や取引
の拡大を促進し、もって石巻地域の自動車関連産業の集積を図る。

石巻独自の技術開発や
新産業を創出する

Ｐ39

一般財源

　石巻地域産学官グループ交流会自動車関連産業集積部会を始め、ＩＭプロジェクトの活動を積極的に
支援することで、自動車関連産業への参入及び取引拡大に寄与する研修事業が実施されるなど、一定の
成果を上げてきており、また異業種とのネットワーク構築による新たな取組みが始まってきていること
から、今後も、引き続き自動車関連産業への参入及び取引拡大に向けた取組を積極的に支援していく必
要がある。

003-001-004-00151

(  )

地域を支える商工業の
振興を図る

国(県)支出金

（単位：円）

商工費

予算額

(  )

事　業　名 自動車関連産業振興推進事業

第 3 章
復
興
計
画

中　事　業
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1　平成28年度消費生活相談実績

消費生活相談実績

処理結果

2　相談件数推移

一般財源

斡旋
解決

斡旋
不調

処理
不能

7件 ー

Ｈ26 Ｈ27

937件

Ｈ28

予算額

10,192,000

決算額の財源内訳

決算額

9,886,564 6,546,294

地方債国(県)支出金 その他

3,340,270

事業コード

　消費生活における安全・安心の確保のため、消費生活相談員を配置して消費者被害の未然防止と救済
に取り組むほか、自立した消費者の育成を図るため、消費者教育と消費生活に関する啓発を推進する。
 また、消費者行政の強化を図るため、消費生活相談体制の強化・充実を図っており、消費者被害の防
止とともに、市民の消費生活に関する安心確保に努める。目的及び事業内容

処理
不要

翌年度
繰越

647件

937件

予算の執行状況

成　　　　果

取　組　実　績

　以前は多重債務に関する相談が約4割を占めていたが、平成22年度以降は改正貸金業法の影響で新た
な借入が難しくなり年々減少している一方、平成24年度からは架空請求メールや光回線への切替勧誘ト
ラブルなどやネット通販トラブル等の特殊詐欺による被害が増加しており、全相談件数の4割が60歳以
上の高齢者が占めている。平成28年度においても前年度と同様の傾向にあることから、消費者被害の未
然防止を図るためにも、啓発及び相談業務の質の向上を図り、事業を継続する必要がある。

525件27件

成果に係る評価

94件 2件 4件

192件

予
算
科
目

2 目

7 款

実施計画
掲載ページ

( 2 )商工費

商工費1 項

総
合
計
画

商工業振興費

復
興
計
画

( 1 )

( 3 )

第  章

地域福祉の復旧・復興

市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

迅速な生活・健康支援
と福祉・医療の確保

リース
・賃貸

工事・建築 その他

002-101-003-00358 事　業　名 消費者行政対策事業

第  節

(  )

Ｐ165

（単位：円）

消費者行政対策費・消費者行政活性化事業費

63件

121件 62件

Ｈ25

中　事　業

1,365件 937件

助言
情報
提供

他の機
関紹介

1　ラジオ石巻による啓発
　　週2回（月・木　夕方5時15分頃）、2分程度の放送で悪質商法の手口の紹介や被害防止の注意喚起
　　を行った。
2　石巻かほく新聞に記事掲載
　　毎月第4金曜日、5段1/4スペースで事例を通した消費者被害の注意喚起を行った。
3　消費者講演会
　　主に高齢者を対象とした特殊詐欺被害の現状と対応について、弁護士を講師とした被害防止講演会
　　を開催した。(参加人数：37名）
4　高校生を対象とした消費者講演会
    石巻市立桜坂高等学校3年生199名対象
   「若者・高校生に多いトラブル事例解説」・「消費者としての権利と責任」について弁護士を講師
    とした講演会を開催した。
5　出前講座の開催
    高齢者が巻き込まれやすい事例を盛り込んだ講座を8回開催した。(参加人数：399名）

相談件数
合計

合計

130件

金融・保険 通信・運輸

1,055件 1,053件 1,142件 1,063件

Ｈ23 Ｈ24

　消費生活相談員の配置により、消費者からの相談に迅速かつ適切な対応を行うとともに、情報資料等
の提供により、消費者への啓発に寄与した。
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1　商工業振興対策事業費補助金 3,000,000円

既存産業の振興育成、中心市街地活性化に係る各種事業等に対する石巻商工会議所への補助

2　中小企業振興対策事業費補助金 3,000,000円

3　商工会事業費補助金 22,100,000円

各地域の小規模事業者の経営改善普及事業、一般指導事業に対する各商工会への補助

　(1)　石巻市牡鹿稲井商工会 3,700,000円

　(2)　石巻かほく商工会 9,400,000円

　(3)　河南桃生商工会 9,000,000円

※平成28年度の商工会議所・商工会会員数及び指導件数

社 社 社 社 社

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

※平成28年度以降の各商工会補助金額

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

850

1,367 1,434 6,944

62 89

　中小企業の経営改善普及事業を実施することにより、地域経済の発展や商店街の活性化が図られた。
加えて、被災した企業・商店街の復興や復旧には、経営指導員による相談・指導活動等が不可欠である
ため、事業を継続する必要がある。
　また、平成28年度より3商工会事業費補助金の平準化の基準を定めたことから、平成29年度以降の3商
工会補助金額について、平成33年度までの5年間にわたり激変緩和措置をとることにより、調整を行い
平準化を図っていく。

個別指導件数 315 63 43

集団指導件数 699 0

21 442

巡回指導件数 1,732 838

窓口指導件数 3,166 977

2,181 1,367 6,118

3,589

指導件数 5,912 1,878 3,653 2,911 14,354

予算の執行状況
予算額

28,100,000

決算額の財源内訳

決算額

28,100,000 28,100,000

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　市内における商工業の総合的な発展による地域経済の活性化を図るため、これを担う重要な組織であ
る商工会議所や商工会の健全な運営を支援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

区分

3,965,000

河南桃生商工会

予
算
科
目

2 目

7 款 商工費

商工費

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる1 項

総
合
計
画

商工業振興費

( 3 )

地方債国(県)支出金

商工業振興対策費

牡鹿 石巻 河南
合計

事　業　名 商業団体支援事業

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 4 )

一般財源

第  章

商業の再建復興

石巻

商工会議所 稲井商工会 かほく商工会 桃生商工会

2,309

中　事　業

年度末会員数 301 476 503

　商工会議所及び3商工会が経営指導員による巡回指導や窓口相談等を実施することにより、個々の事
業者の経営課題に向き合った的確なアドバイスが行われ、地域経済の活性化及び販路開拓支援を図るこ
とができた。
　また、3商工会の事業費補助金については、平成17年4月の市町合併時に各旧商工会の補助金額を合算
した額で交付していたが、平成28年度に3商工会と協議し、これまでの総額の補助金額（2,210万円）を
維持した上で、会員割と運営費割から各商工会の補助金額の算出基準を明確にした。

　 中小企業相談所における経営改善普及事業（巡回相談、窓口相談等による金融、経営等の指導育成
 事業）に対する石巻商工会議所への補助

8,800,000

平成29年度
補助金額

9,335,000

牡鹿稲井商工会

石巻かほく商工会

平成28年度
補助金額

3,700,000

9,400,000

9,000,000

平成33年度
補助金額

5,025,000

9,075,000

8,000,000

年間変動額

265,000

△ 65,000

△ 200,000
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1　補助実施事業者　　石巻かほく商工会

2　平成28年度（2年目）取組実績

(1)地域コミュニティの場としての商店街活動

いいのかわ歩行者天国・いいのかわ秋まつりの実施

(2)地域文化・情報発信事業

①ツールド東北2016でのプロモーション　

全国各地から集まった人々に食文化を通じ「飯野川」のＰＲを行った

②ホームページによる情報発信

商店街の個店紹介ページの作成

※平成27年度（1年目）取組実績は総事業費10,000千円　

（内訳：県補助5,000千円、市補助3,333千円、自己資金1,667千円）

3　平成28年度商店街再生加速化支援事業　

※補助金制度の概要
　

 ○補助率・・・県3/6（市2/6、実施者負担1/6）

○補助限度額・・・3年間で19,000千円（ハード事業10,000千円、ソフト事業3,000千円×3年）

○補助事業者・・・商工会議所、商工会、商店街振興組合等　

予算の執行状況
予算額

500,000

決算額の財源内訳

決算額

500,000 200,000

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災による環境の変化や少子高齢化などの社会問題に対応した持続的、発展的な商店街にし
ていくため、商店街再生加速化計画の策定や共同施設の整備、研修、イベント等を実施し、3か年度計
画により商店街の活性化を図っていく。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　商店街再生加速化計画1年目及び2年目については、街路灯の新設による景観環境整備や商店街のＰＲ
事業を実施してきたが、将来にわたって地域商業を支えることが可能な商店街となるよう、事業計画最
終年度となる平成29年度の取組みについても支援する必要がある。

取　組　実　績

成　　　　果

 200,000円

 107,708円

1 項

総
合
計
画

商工業振興費

(  )
予
算
科
目

2 目

7 款

補助金（石巻市）　2/6

自己資金 　 　　　1/6

 300,000円

商工費

商工費 (  )

(  )

年間を通して観光客が訪れる
ことによりにぎわいを創出す
る

地方債国(県)支出金

300,000

商工業振興対策費

　集客に繋がる商店街でのイベントの実施により、来街者との交流が深まる機会となった。
　また、ツールド東北2016では、全国からのイベント参加者に対して「飯野川」のＰＲや食文化の発信
を行ったほか、ホームページにおいて商店街の個店紹介ページを作成し、商店街の情報発信とともに来
街者の増加に努めた。
　これらの事業を通して、商店街の活性化や商店街店舗同士の連携力の強化が図られた。

 607,708円

項目 事業費

地域資源を活かして元
気産業を創造するまち

003-007-001-01052 事　業　名 商店街再生加速化支援事業

第 7 節

Ｐ49 中　事　業

魅力ある観光地づくりと効
率的なＰＲの推進を図る

一般財源

第 3 章

合計

補助金（宮城県）　3/6

( 1 )

復
興
計
画
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観光ＰＲ等実施先

谷地どんが祭り（海鮮焼き、缶詰、乾物など） 山形県河北町 9/17～9/19 92,000

姫路・縁展示会
※式典のみ出席のため入込数カウントなし。

兵庫県姫路市 2/2 -

10/29～10/30 250,000

786

海の市（海鮮焼き、かき鍋、市内物産品等販売） 秋田県湯沢市 10/22～10/23 10,000

10/22～10/23 215,000

東京都中野区

中　事　業

第  章

　石巻市の特産品のＰＲ及び販売促進を図った。

事　業　名 物産ＰＲ・イベント事業

第  節

(  )

(  )

地方債国(県)支出金

物産振興対策費

場所

文房四宝祭り（雄勝硯、雄勝石工芸品販売）

開催日 入込数（人）名称

商工費

商工費

(  )

1 項

総
合
計
画

商工業振興費

(  )
復
興
計
画

予
算
科
目

2 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

・県外各地で開催されるイベント等の場において、石巻市の観光、イベントＰＲを実施し、誘客を図
る。
・地場産品の紹介や現地での販売により販路拡大を促進し、地場産業の振興を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

広島県安芸郡熊野町 9/21～9/22

75,789

27,000

群馬県太田市

予算の執行状況
決算額

4,575,123

その他

東京都港区 5/3～5/5

ひたちなか市産業交流フェア
（石巻やきそば、わかめ、こんぶ等販売）

茨城県ひたちなか市 11/5～11/6

狛江市民まつり（缶詰、菓子、乾物等販売） 東京都狛江市

南区桜まつり（わかめ、こんぶ販売） 横浜市南区 4/3 8,000

みちのくフェス（焼きそば、海鮮串など）

ふくろ祭り（焼きそば、わかめ、こんぶなど） 東京都豊島区 9/24・25、10/8・9 910,000

太田スポレク祭（焼きそば、海鮮串など）

佐伯区民まつり（缶詰、菓子、乾物等販売） 広島市佐伯区 11/13 15,000

東北大復興祭なかの（缶詰、菓子、乾物等販売）

マル・デ・ミヤギ（缶詰、菓子、乾物等販売） 東京都千代田区 3/3 11,758

上杉雪灯篭まつり
（石巻やきそば、かき鍋、海鮮焼き等販売）

11/13 72,000

山形県米沢市 2/11～2/12 180,000

5,609,140 4,575,123

　観光協会等と連携し、友好都市や姉妹都市等で開催される、県外物産展などへの参加を行い、地場産
品を広く宣伝し販売促進を行うとともに、イベントにあわせパンフレットの配布やイベントの告知など
の観光ＰＲを行い、地域産業の振興を推進した。
　また、事業者に対しても各種物産展の紹介を行うことで、販売機会の橋渡しと販路拡大を促進し、産
業振興が図られた。

　本事業により、地場産品の宣伝による販路拡大の促進と、観光ＰＲを通じて他地域における石巻市の
知名度を向上させることは本市の産業振興にもつながるため、今後も積極的に実施し、地域産業の活性
化を推進することとしたい。
　また、同様の観光物産ＰＲを進めていくにあたり、平成29年4月に設立した「石巻圏観光推進機構」
との連携を含め、効果的なプロモーションの展開を図るとともに、観光動態の分析・把握により、具体
的な物産ＰＲ戦略を打ち出していくこととしたい。

（単位：円）

予算額

決算額の財源内訳

一般財源
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個性ある地域をつくる

第 6 章

一般財源

事　業　名 伝統技術継承支援事業（伝統工芸品支援事業）

第 1 節

活動（ＰＲ）日数 60日

地方債国(県)支出金

物産振興対策費Ｐ108 中　事　業

81日 83日 106日

( 1 )

復
興
計
画

(  )

地域の個性が輝き融和
するまち

地域の風土に根差した魅力や
資源を守り育てる

商工費

商工費

(  )

1 項

総
合
計
画

商工業振興費

(  )
予
算
科
目

2 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

・年次計画を柱に実施される事業活動への支援を行い、地場産業の振興を図る。
・後継者に対する技術指導をはじめ、伝統工芸品の販路開拓や、販路の拡大、各種展示会や物産展に参
加し、伝統工芸品のＰＲ事業を実施する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　雄勝石産業の振興を図るため組合の事業基盤の強化に努めるとともに、県内外において雄勝硯や石工
芸品等の需要拡大を目的とした展示、販売を行っている。
　また県内外での物産展などへ積極的に参加しＰＲ活動を行ったほか、雄勝石を使用したフォトフレー
ムのワークショップを開催し、手作りの技と伝統文化に接する機会を提供することが出来た。
　同時に雄勝地区の復興状況と、硯産地としての復旧状況もＰＲすることが出来た。

　雄勝硯、雄勝石工芸品のＰＲ、販路拡大など振興事業を実施した。
1　共同事業
　製品の共同販売・原材料の共同購買
2　共同検査事業
　消費者へよりよい製品を提供するため、共同販売用製品の検査を実施　2回
　　後継者への指導、商品の検品
3　共同広告事業
　統一した広告宣伝の実施
　・雄勝硯パンフレット作成　5,000部
　・雄勝硯包装紙作成　2,000枚
4　伝統的工芸品産業振興事業
　各種展示会・物産展への参加
　・県外物産展における実演・販売、硯や雄勝石工芸品の展示販売　　16回
　・雄勝石を利用したフォトフレームの作成ワークショップ開催　　　 3回
5　教育情報提供事業
　組合員の技術向上を目的とした技術研修会　2回

006-001-001-00155

Ｈ26 Ｈ27

予算の執行状況
予算額

1,500,000

決算額の財源内訳

決算額

1,500,000

その他

（単位：円）

1,500,000

区　　　　分 Ｈ28

　需要開拓事業
　　東京都　　3回（足立伝統工芸品展、足立区ものづくり展、豊島区全国伝統的工芸品展WAZA2017）
　　神奈川県　1回（そごう横浜店　第30回宮城県の物産と観光展）
　　福島県　　1回（第30回ふるさと会津工人まつり）
　　広島県　　1回（文宝四宝まつり）
　　熊本県　　1回（東北の工芸支援展）
　　県内　　　9回（蔵のまち　むらた工芸品展　ほか8か所）

16回12回17回13回活動（ＰＲ）回数

Ｈ25
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一般財源

（単位：円）

予算の執行状況
予算額

12,160,000

決算額の財源内訳

決算額

事　業　名

11,702,840

1　新たな果樹「オリーブ」栽培実験
　　オリーブの越冬を全地区で実証できた。北上地区では、約100粒程度の収穫があった。
2　石巻市北限オリーブ研究会
　　現在は栽培技術生産部会中心の活動だが、特産品開発6次産業化部会では商品化に向けた研究を、
　震災復興活用部会ではオリーブ冠等を活用したＰＲ活動を活発化していきたい。
3　特産品など地場農産物の販路開拓事業を実施
　　事業の継続性が重要である。販路開拓は生産の維持発展に重要な分野であり事業の充実に努める。

国(県)支出金 その他

(  )

11,702,840

(  )

地方債

中　事　業

地域資源を活かして元
気産業を創造するまち

安定的な農業経営対策
を推進する

成　　　　果

取　組　実　績

成果に係る評価

事業コード

　本市の特産品となりうる新しい農産物の実証実験や埋もれている農産資源を発掘するための研究開発
等を行う。
1　東北地方であまり栽培されていないオリーブの栽培実験を行い、栽培技術の習得と生産体制の確立
　を目指す。
2　オリーブの先進地視察を実施する。
3　特産品など地場農産物の販路開拓事業を実施する。
4　北限オリーブ研究会を設立し、推進体制の強化を図る。
5　オリーブの栽培実験地（実証圃）を拡張する。

目的及び事業内容

003-004-002-01066

1　新たな果樹「オリーブ」栽培実験
　(1)河北に20本、北上に250本を新たに定植した（実証圃の拡張）。
　(2)栽培技術を確立するため、先進地より講師を招き栽培講習会を実施した。
　(3)先進地である香川県小豆島及び三豊市へ視察1回（経営農園、加工所、商品販売等）。
　(4)宮城県農業改良普及センターと協力して、病害虫予防及び駆除について研究した。

2　石巻市北限オリーブ研究会を設立
　(1)平成29年1月に設立。栽培技術生産部会・特産品開発6次産業化部会・震災復興活用部会をそれぞ
　　れ立上げた。

3　特産品など地場農産物の販路開拓事業を実施
　(1)ＪＡいしのまきが大消費地である横浜市にて販路開拓事業を実施。
　(2)同じくＪＡいしのまきが、都心丸の内にて販路開拓事業を実施。

地域の宝研究開発事業

1　新たな果樹「オリーブ」栽培実験
　(1)植栽したオリーブがすべて枯死することなく越冬することが確認できた。
　(2)実施した栽培技術講習会により、季節を通した栽培技術を学ぶことができた。
　(3)先進地視察により、6次産業化を含めた経営の方向性を研修できた。
　(4)県農業改良普及センターと協力して、オリーブに関する病害虫の発生状況を確認し、その防除方
　　法等を学ぶことができた。

2　石巻市北限オリーブ研究会
　(1)新たに推進組織として設立した。各部会を通し、オリーブ冠作成によるＰＲや定植作業を研究会
　　員が行うことで、協力・協調体制が整った。

3　特産品など地場農産物の販路開拓事業を実施
　(1)東京都千代田区　丸ビル「マルキューブ」へ出店し、石巻産農産物のＰＲができた。

実施計画
掲載ページ

商工業振興費

予
算
科
目

2 目

7 商工費

商工費1

総
合
計
画

魅力的な農林業を確立
する

(  )項

Ｐ46

( 2 )

復
興
計
画

商工業振興費

第 4 節

款 第 3 章
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10 観光ＰＲ等実施先

地方債国(県)支出金

観光振興対策費

第  節

(  )

復
興
計
画

　新鮮な海産物に代表される四季折々の食材や美しい自然など、本市の豊富な観光資源を積極的に情報
提供することで、誘客を促進し、観光客の入込数の増加と地域経済の活性化を図る。

事　業　名

第  章

(  )1 項

総
合
計
画

観光費

(  )

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

商工費

商工費

(  )

観光ＰＲ事業

中　事　業

21,786,299 17,275,304

一般財源

予
算
科
目

3 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

4,510,995

取　組　実　績

　本事業により、観光ＰＲを通じて他地域における石巻市の知名度を向上させることは本市の産業振興
にもつながるため、今後も積極的に実施し、地域産業の活性化を推進することとしたい。
　また、同様の観光物産ＰＲを進めていくにあたり、平成29年4月に設立した「石巻圏観光推進機構」
との連携を含め、効果的なプロモーションの展開を図るとともに、観光動態の分析・把握により、具体
的な物産ＰＲ戦略を打ち出していくこととしたい。

名称

　首都圏キャラバン

・本市のさらなる認知度向上のため、観光協会等の関係団体と連携して観光施設のＰＲを行った。
・各種イベントの参加及び地域間交流事業を活用し、観光施設のＰＲに合わせて地場産品の紹介宣伝を
行うとともに、市内で開催するイベント紹介など観光宣伝事業を展開し、観光・物産の振興を図った。
・北海道圏の旅行会社、教育関係者等を対象とした教育旅行セミナーへ参加した。

予算の執行状況
予算額

25,034,640

決算額の財源内訳

入込数（人）

-

1　観光パンフレット等を作成・配布し観光のＰＲに努めた。
2　観光並びに物産振興を推進している（一社）石巻観光協会に対し、事業費及び運営費の一部を補助
   し、パンフレットの作成や地域間交流事業など、観光宣伝事業を展開した。
3　石ノ森萬画館を活用し、観光振興及び交流人口増を展開した。
4　仙台・宮城【伊達な旅】夏キャンペーンにおいて、県等関係機関と連携を図り、パンフレットやポ
   スターの作成、キャラバン等を行い誘客ＰＲを行った。
5　イベント等に参加し、観光ＰＲに努めた。
6　北海道圏の旅行会社、教育関係者を対象とした教育旅行セミナーへの参加
7　石巻観光ＰＲキャラクターいしぴょんずの着ぐるみ作成
8　石巻～仙台間運行の高速バスへ、マンガ素材のラッピングを行い、観光ＰＲを継続実施
9　日和山公園の桜の開花にあわせ観桜期間を設定し、来園者への対応を実施
　 入込者数　8,100人、期間：平成28年4月11日入込～4月19日

その他

（単位：円）

決算額

場所

横浜駅、東京駅ほか
（パンフレット配布6,500部）

北海道札幌市、函館市 11/28～30

開催日

7/7～8

　第87回都市対抗野球物産展 東京ドーム 7/23～24 84,500

-　宮城・仙台教育旅行説明会
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イベント名称

石巻川開き祭り

サン・ファン祭り

003-007-001-00159 事　業　名 まつりイベント事業

第 7 節

商工費

商工費

復
興
計
画

(  )

地域資源を生かして元
気産業を創造するまち

(  )

(  )( 1 )

13,350,000

地方債

9,000人 1,900,000円

7,000,000

その他

（単位：円）

9/10

かほく産業まつり

一般財源

観光振興対策費

年間を通して観光客が訪れる
ことによりにぎわいを創出す
る

予
算
科
目

3 目

7 款

1 項

Ｐ49 中　事　業

魅力ある観光地づくりと効
率的なＰＲの推進を図る

11/5

総
合
計
画

観光費

第 3 章

サマーフェスタインかほく

サン・ファン渡波市民夏祭り

かなん市民まつり

成果に係る評価

事業コード

　各種祭りイベントの開催を支援することにより、地場産業の振興、地域伝統文化の継承保存及び地域
住民の融和とコミュニティの形成による地域活性化を図る。あわせて、交流人口の増加による地域経済
の活性化を推進する。

目的及び事業内容

予算の執行状況
予算額

20,350,000

決算額の財源内訳

国(県)支出金

20,350,000

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　各まつりイベント事業の開催により誘客が推進され、交流人口の増加と地域住民と観光客など多くの
人々とのつながりを持つことができ、地域活性化が推進されている。
　また、地域に伝承する祭事等を活用したイベントの開催により、伝統文化継承などの意識向上にもつ
ながることから、イベントの開催を果たす役割は大きい。
　今後は震災により規模縮小されているイベントについても、震災前の規模となるよう調整していきた
い。

8/28

1,300,000円

18,000人 1,700,000円

8/14 3,200人

7,000,000円

8/7 9,000人

10/30 3,000人

217,000人

200,000円

5/21～22

　各種まつりイベント実行委員会に対して補助金・負担金を交付し、事業の実施に当たっては実行委員
会等への支援を行った。

開　催　日 入込数 補助金

7/31～8/1

決算額

5,000人

4,150,000円

2,100,000円

ものうふれあい祭り 25,000人

　各まつりイベント事業の開催により、観光客誘致、地域産業のＰＲ等による地域活性化、地域文化の
継承と郷土意識の向上、地域住民間の融和が図られた。
　なお、鎮魂と復興をテーマに実施された石巻川開きまつりは、孫兵衛船競漕が完全復活したことによ
り、観光面でもにぎわいが創出され地域振興が図られた。

289,200人 20,350,000円

牡鹿鯨まつり 2,000,000円

計
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（単位：人）

○サン・ファン・バウティスタパークを会場とした主なイベント

10/2 2,200

牡鹿半島夏祭り（民間主催） 8/11 -

サンファン渡波市民夏まつり

サン・ファンイルミネーションツリー 12月中旬～12/31 4,033

石巻ジェントルライド2016（民間主催） 8/21 -

ツール・ド・東北（給水・休憩所） 9/17 200

復興物産展（民間主催）

18,000

第3回サン・ファン石恋まつり（民間主催） 7/18 1,500

　隣接する宮城県慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）との一体的な管理運営により、相互の施
設の魅力や集客力の向上を効率的に実施し、安定した管理運営が図られた。
　また、市民や観光客に快適な憩いの場の提供を行い、さらにイベント会場としても活用され多くの来
場者を迎えることが出来た。

事業名 開催日 来場者数（人）

41,100,000

一般財源

1　指定管理者　　公益財団法人慶長遣欧使節船協会
2　指定管理料　　40,000,000円
3　指定管理期間　平成28年4月1日～平成31年3月31日
4　利用者数

年度 Ｈ27

33,380 91,509 134,621

国(県)支出金

サン・ファン・バウティスタパーク運営費

Ｈ28

8/14 3,200

サン・ファン祭り

　年間を通しての利用者数が前年と比較して、約18,200人減少しているが、サン・ファン館内の復元船
老朽化による乗船禁止による集客力の低下が原因と考えられる。
　また、今後の復元船のあり方についても議論されていくことから、市としても新たな事業展開を図る
よう関係機関とともに協議を進めていきたい。

118,148

7,000,000

サン・ファン・バウティスタパーク管理事業

復
興
計
画

予
算
科
目

3 目

7 款

第  節

(  )

1 項

総
合
計
画

観光費

(  )商工費

商工費

(  )

(  )

第  章

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

中　事　業

事　業　名

利用者数

第13回復興グルメＦ-1大会（民間主催）

Ｈ25 Ｈ26

成果に係る評価

事業コード

　サン・ファン・バウティスタパークの適正な維持管理を図るとともに、市民の文化活動の向上と憩い
の場を提供し、さらに観光拠点として地域活性化及び地域振興の推進に寄与する。

目的及び事業内容

Ｈ24

99,906

10/9 8,000

5　その他
　復元船「サン・ファン・バウティスタ」は、建造後23年が経過したことや、被災により腐朽が顕著に
なり、平成28年3月から乗船中止措置としている。
　なお、平成27年度に宮城県が実施した「慶長使節船復元船の今後の維持管理検討に関する調査」では
「直ちに崩壊等はしなくとも、現状ではあと5年はもたない。」という報告が示されている。

5/21～22

予算の執行状況
予算額

48,300,000

決算額の財源内訳

決算額

48,100,000

その他

（単位：円）

地方債
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「石巻・大震災まなびの案内」受入実績

Ｈ27 742 17,355

売上金額

Ｈ25

25,134

Ｈ26 809 20,442

1　指定管理者　　一般社団法人石巻観光協会
2　指定管理料　　11,000,000円
3　指定管理期間　平成28年4月1日～平成33年3月31日
4　主な事業内容
　①観光情報の提供
　②地場産品の紹介・販売
　③「石巻・大震災まなびの案内」の受付窓口
　④貸館事業
5　利用実績

・ロマン海遊21における観光情報の発信と地場産品等の物産販売により、本市への来訪者へ向けた受入
を図ることができた。
・「石巻・大震災まなびの案内」の受入を行うことにより、本市における教育旅行の受け入れや、震災
伝承に向けた取り組みを行った。

年度 利用者数 情報提供件数

予算の執行状況
予算額

11,000,000

決算額の財源内訳

決算額

11,000,000

その他

（単位：円）

取　組　実　績

　本市の観光及び物産振興を進める上で重要な施設であり、ＪＲによる来訪者の受入にも重要な役割を
果たしているが、今後、市道拡幅工事の実施により施設の解体を控えていることから、石巻駅前への観
光案内所の必要性については検討が必要。
　また、利用実績すべての項目が前年度を下回っていることから、石巻観光協会とともに今後の運営に
ついて検討していくこととしたい。

Ｈ24 1,041

Ｈ28 628 13,475

28,182

Ｈ25 969

予
算
科
目

3 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

1 項

総
合
計
画

観光費

(  )第  章
復
興
計
画

商工費

商工費

(  )

第  節

(  )

地方債国(県)支出金

観光物産情報センター運営費

年度

貸館件数

観光物産情報センター　ロマン海遊21管理運営事業事　業　名

　石巻市観光物産情報センター　ロマン海遊21の適正な維持管理を図るとともに、観光客等に対する地
域の観光物産情報、地場産品等の展示販売を通じて地域産業の振興及び地域経済の活性化に寄与する。

中　事　業

11,000,000

一般財源

台数 人数

186,908人 305,242件 78,119,970円119件

Ｈ26

(  )

Ｈ28 154,780人 268,025件 67,045,484円90件

216,956人 167,960件 91,460,041円81件

Ｈ27

174,659人 276,196件 74,352,263円119件

Ｈ24 253,134人 84,990件 113,056,665円105件
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①常設展示

・石ノ森バイオグラフィ（無料）、サイボーグ009の世界（有料）、仮面ライダーの世界(有料)等

②特別企画展

③映像ホール（有料）

「龍神沼」、「消えた赤ずきんちゃん」、「シージェッター海斗特別編」を上映

④ライブラリー、マルチメディア工房（無料展示）

マンガ本約6,000冊、映像約300作品、各種ワークショップ体験ができるスペース

⑤　保存・収集活動　など

⑥　マンガイラストギャラリー

年4回テーマを設け、イラスト作品を募集し、募集作品はすべて萬画館に展示している。

地方債国(県)支出金

石ノ森萬画館運営費中　事　業

57,613,344

一般財源

※平成23年度は震災により休館していた。

(  )

復
興
計
画

(  )

Ｈ27

7

1 項

総
合
計
画

観光費

(  )

ぼのぼの原画展

事　業　名

菅原芳人ＷＯＲＫＳ展

成果に係る評価

事業コード

(  )

予
算
科
目

3 目

石ノ森萬画館運営事業

1　指定管理者　　株式会社街づくりまんぼう
2　指定管理料　　55,000,000円
3　指定管理期間　平成28年4月1日～平成33年3月31日
4　活動

企　画　展　名

東村アキコ原画展

商工費

商工費

第  章

第  節

（単位：円）

款

　街づくりまんぼうへの指定管理により、石ノ森萬画館の適正な維持管理を図るとともに、マンガ文化
及び地域文化を発信し、誘客の促進と市内外の人々の交流の促進を図り、市における文化の発展と地域
経済の振興に寄与する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成28年度は、利用者数及び有料入場者数が減少したことから、萬画館並びに石巻市HPやFacebook等
のSNSを活用しながら、リアルタイムな情報発信を行い来場者数の増加につなげるとともに、これまで
支援をいただいたアーティスト等とのつながりを活かしながら、マンガ文化の発信による施設の魅力向
上や来場者の増加策を図っていく必要がある。

サイコパス原画展 Ｈ28/12/23～Ｈ29/2/12

予算の執行状況
予算額

57,627,000

決算額の財源内訳

決算額

57,613,344

その他

開　催　期　間

Ｈ28/4/23～Ｈ28/7/3

Ｈ28/7/16～Ｈ28/10/10

Ｈ28/10/22～Ｈ28/12/11

Ｈ29/2/23～Ｈ29/3/12

Ｈ29/3/18～Ｈ29/6/25

Ｈ26

240,155人

利用者数

Ｈ28

つづく展

トンコハウス展

　石ノ森萬画館の適正な維持管理を図るとともに、マンガ文化及び地域文化を発信することにより、
人々の交流を促進することが出来た。

入館料等収入うち有料入場者数

30,376人

年度

Ｈ24

Ｈ25

64,819,962円

89,424人

82,520人

127,791人

86,602人

170,003人

66,470,282円

179,814人

170,144人

23,469,961円

96,189,310円

69,000人

70,882,253円
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内訳

208

80

309 363 122

627 719 210

163

1,672,650

53 39

73 73 36

47

40 572 652

128

使用料(円)

586,000

891,900

1,348,600

1,645,700

233 293

458 569

利用件数

マンガロッジ テントサイト 合計
延べ人数 利用件数

57 67 26

45

実人数 延べ人数

560

518

利用件数 実人数

127

163 109

496

54

83

385

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27 591

年度
実人数 延べ人数

226

310

176

264

その他地方債国(県)支出金

種    類 利用件数

マウンテンバイク(大人用) 144

マウンテンバイク(小人用) 14

取　組　実　績

　マンガアイランド及び田代島に対する関心の高さが伺えることから、今後も継続的な情報発信や、三
石崎などといった島の資源を活用し、誘客促進を図るとともに、来訪者と島民との交流促進を目的とし
た、マンガアイランドを島の中核施設とし、さらなる観光誘客の促進を図っていきたい。

事　業　名

予算の執行状況
予算額

9,844,360

決算額の財源内訳

決算額

7,958,203

予
算
科
目

3 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

1 項

総
合
計
画

観光費

(  )

第  節

(  )

復
興
計
画

5,178,877

一般財源

（単位：円）

2,779,326

　施設の適正な管理運営により、利用者の田代島の自然への理解と心身の健康が図られるとともに、住
民と来訪者との交流による島の活性化が図られた。
　前年度よりも宿泊者数は減少しているが、少人数によるロッジ利用が多いため施設使用料は増加して
いる。
　例年、ゴールデンウイークや夏休み等の行楽シーズンにはロッジは満室状態になるほか、県内以外に
も他県から訪れる方も多く、外国人観光客の訪問も多くなってきている。
　このことから、マンガアイランド及び田代島に対する関心の高さが伺え、今後も積極的なプロモー
ションを展開し、魅力ある施設としての情報発信を図る。

中　事　業 マンガアイランド管理運営費

マンガアイランド管理運営事業

内訳

第  章商工費

商工費

(  )

天体望遠鏡 2

Ｈ28 495 168

合　　計 193

1　マンガアイランド利用実績

(  )

　田代島の豊かな自然環境に親しみ、マンガとふれあう場を設けることにより、市民の自然と文化への
理解を深め、心身の健康を増進するとともに、住民と来訪者との交流による島の活性化を図ることを目
的とする。

釣竿 33

2　備品等貸出件数

77 92
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旧萩浜支所

一般財源

中　事　業

受入対応

休憩ポイント

商工費

復
興
計
画

24,656,679

石巻圏ＤＭＯ推進事業費

エイドステーション名

その他

（単位：円）

御番所公園

30,186,000

おしか番屋

決算額の財源内訳

事　業　名
石巻圏ＤＭＯ推進事業（ＤＭＯ設立準備関係等）
　　　　〔地方創生加速化交付金〕・〔地方創生推進交付金〕

第  節

(  )

商工費

(  )

第  章

実施計画
掲載ページ

(  )

予
算
科
目

3

取　組　実　績

・石巻圏観光推進機構設立により、今後策定ビジョンに基づき石巻圏の観光振興を図るとともに、平成
29年度からは大規模イベントと連動型商品や、コンテンツ融合型商品の開発・販売などにより、石巻圏
への誘客を推進する。
・開催から4年目を迎えたツール・ド・東北により、ライダーからの石巻市の認知度が向上しており、
サイクルツーリズムによる通年型誘客手法の展開も可能と考えられることから、今後もYahoo!、河北新
報と連携し、事業の継続を働きかけることとしたい。

1 項

総
合
計
画

観光費

(  )

目

7 款

成果に係る評価

事業コード

1　石巻圏における広域連携と、観光振興を目的としたＤＭＯ法人の設立準備に係る事業を実施した。
2　交流人口拡大策のひとつとして、これまでのツール・ド・東北に加え、平成28年度から「ツール・
ド・東北　牡鹿半島チャレンジグループライド」を新規開催した。

目的及び事業内容

地方債
予算の執行状況

予算額

成　　　　果

決算額

24,656,679

○石巻圏ＤＭＯ法人設立準備検討委員会検討結果
・法人形態：一般社団法人
・目的：地域資源の活用、地域住民のホスピタリティ醸成、交流人口の拡大、しごと創出を実現し、地
域の更なる発展を目指すことを目的とする。
・役割：広域的な観光振興を推進するプラットホームとなり、地域の観光マネジメントを行う。
・業務：観光プロモーション事業、地域連携事業、データ収集・分析事業など
○石巻圏ＤＭＯ法人設立準備委員会検討結果
・法人定款、推進ビジョン、法人組織体制、設立時社員など
○平成29年4月3日、ＤＭＯ法人「一般社団法人石巻圏観光推進機構」設立
○教育機関アンケート調査結果：6,926校へ実施し、1,556校からの回答を得た。希望校へは、アクティ
ブラーニングパンフレットを送付したほか、今後教育旅行モニターツアーを案内し、誘致推進を図る。
○ツール・ド・東北　牡鹿半島チャレンジグループライド開催
・大会参加者　175人
・参加者アンケート結果:満足度　90.8％、次年度参加意向　96.6％と高い評価を得た。
・荻浜、サンファンパークエイドステーションでの語り部対応:被災地とライダーの橋渡しを行うこと
ができた。
・地域の伝統料理の提供:くじら焼き定食の提供により、捕鯨のまち牡鹿と石巻の食をＰＲすることが
できた。

国(県)支出金

○石巻圏ＤＭＯ設立準備事業
・石巻圏ＤＭＯ法人設立準備検討委員会の開催：　2回
・石巻圏ＤＭＯ法人設立準備委員会の開催：　3回
・上記委員会開催に係る調整部会（担当課長級出席）の開催：　8回
・教育機関アンケート実施：北海道、東北、関東圏の小中高等学校へ実施
・石巻圏観光推進ビジョン策定
○ツール・ド・東北　牡鹿半島チャレンジグループライド開催実績
コース概要：石巻専修大学発～女川町内～コバルトライン～鮎川～サンファン～市内～石巻専修大学着
総　延　長：約100ｋｍ
開催年月日：平成28年9月17日（土）
内　　　容：

くじら焼き定食の提供、語り部対応

サンファンパーク

語り部対応

軽食の提供、語り部対応
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○各種事業参加者数

（単位：人）

5,000,000 5,000,000

予算の執行状況

決算額の財源内訳

予算額 決算額

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

5,000,000

6,621

成果に係る評価

　プロスポーツを間近で観戦することで観戦者の運動意欲やスポーツ文化の醸成を高め、さらにはサッ
カー教室の実施などによる青少年の健やかな成長を促進する取り組みを実施できた。
　また、運動教室や介護教室を実施することで、地域包括ケアなどの市民の健康増進に繋げられた。
　今後は、さらなる充実を図るため、回数や実施時期、開催場所について、検討し、進めていく。

（単位：円）

(第2弾) (第3弾) (第4弾)

目的及び事業内容

○石巻圏における広域連携と、観光振興を目的としたＤＭＯ法人の設立準備に係る事業を実施した。
○被災地のクラブとして復興支援活動に取り組んでいるベガルタ仙台と絆と協働の共鳴社会づくりを進
めている石巻市が中心となり、復興支援連携推進協議会を設立し、スポーツ文化の振興、地域包括ケア
などの市民の健康増進、青少年の健やかな成長を促進する取り組みに加えて地域振興に一層の進展を図
るため事業を実施する。

事　業　名
石巻圏ＤＭＯ推進事業（ベガルタ仙台と石巻市との復興支援連
携推進協議会）　　　　　　　　　〔地方創生加速化交付金〕

(  )

(  )

事業コード

復
興
計
画

1

(  )

項 商工費 第  節

観光費

(  )

款 第  章

3 目

実施計画
掲載ページ

中　事　業

予
算
科
目

7 商工費

23

○ベガルタ仙台と石巻市との復興支援連携推進協議会

石巻圏ＤＭＯ推進事業費

復興支援復興支援

総
合
計
画

復興支援

16

合計

　・4月26日　協定書締結式及び設立総会の開催
　・5月～10月まで復興支援in石巻　復興支援マッチを開催（6回）
　　 復興ライブ、ベガルタ仙台スタッフによるサッカー教室やチアリーダー教室、
　　 トークショーサイン会、ベガルタ仙台スタッフによる復興支援商店街訪問、
　　 ふれあいイベント、観光協会の出店、復興支援マッチ
　・ 8月　ベガルタ仙台スタッフによる高齢者向け運動教室（会場：市営新蛇田第一集会所）
　・12月　ベガルタ仙台スタッフによる施設利用者向け介護教室（会場：大森第四仮設集会所）

(第1弾)
復興支援復興支援復興支援

300 882 1,000

成　　　　果

取　組　実　績

　サッカーを核としたスポーツ文化の振興、交流人口の増加、及び地域の活性化に寄与することができ
た。

(第5弾) (第6弾)
運動教室介護教室

2,000 1,200 1,200
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○おしか家族旅行村オートキャンプ場利用実績

事　業　名

商工費

(  )

中　事　業

　おしか家族旅行村オートキャンプ場を運営することにより、自然の中で健全な観光レクリエーション
を楽しむ場を確保し、自然との調和を図りつつ健康と福祉の増進、併せて観光産業の振興を図る。

(  )

第  章
復
興
計
画

(  )

第  節

(  )

商工費

1 項

総
合
計
画

観光費

予
算
科
目

3 目

7 款

事業コード 家族旅行村管理事業

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

家族旅行村管理費

2,6162,630利用者数（人）

利用金額（円）

決算額

　指定管理者制度を導入した初年度であることから、今後も民間の活力を生かし利用者数の増加を目指
したい。

目的及び事業内容

一般財源
予算の執行状況

12,050,000

決算額の財源内訳

11,003,960 6,050,000

地方債国(県)支出金

4,953,960

1,770

　震災後は、自然の中で健全な観光レクリエーションの場を確保し観光産業の振興を図るとともに、
キャンプ場管理棟の外壁修繕を実施し施設の維持管理に努めた。
　前年度よりも利用者数は減少しているが、ケビン棟の利用が多いため施設使用料は増加している。
　例年、ゴールデンウイークや夏休み等の行楽シーズンはケビン棟の利用状況がよく、今後はリボーン
アートフェスティバルや、金華山、みちのく潮風トレイルなどと組み合わせた牡鹿半島周遊コースをＨ
Ｐ等に掲載するなどし、牡鹿半島での観光振興につなげることとしたい。

6,676,8005,876,0004,666,600

成果に係る評価

その他

（単位：円）

取　組　実　績

予算額

299151

240203179利用件数（ケビン棟）

利用件数（個別サイト）

○おしか家族旅行村オートキャンプ場　概要
・施設：管理棟　　　　1棟（事務所、ロビー、便所、倉庫及び休憩室）
　　　　サニタリー等　1棟（炊事室、洗面所、便所及びシャワー室）
　　　　個別サイト　　31か所（電源付サイト　5箇所、サイトＡ　23箇所及びサイトＢ　3箇所）
　　　　ケビン棟　　　6棟（Ａ棟　4棟及びＢ棟　2棟）
・運営主体：大平ビルサービスに指定管理
・指定期間：平成28年～32年度（5年）
・指定管理料：　6,000,000円
・維持管理経費
　修繕料
　　キャンプ場管理棟外壁修繕　　4,953,960円
　負担金
　　日本オートキャンプ協会負担金　 50,000円

実績 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

337
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1

2　海水浴場再開適地状況調査

1

2

予算の執行状況
予算額

17,243,000

決算額の財源内訳

地方債国(県)支出金 その他

（単位：円）

決算額

目的及び事業内容

一般財源

11,165,548 6,275,5484,890,000

日数

取　組　実　績

　網地白浜海水浴場は平成25年度に再開したが、渡波・長浜海水浴場、北上・白浜海水浴場、雄勝・荒
浜海水浴場に係る海水浴場再開適地調査の結果、いずれも再開可能との調査結果であったことから、平
成29年度以降は上記3海水浴場の再開に向け整備を推進することとしたい。

成果に係る評価

成　　　　果

予
算
科
目

3 目

7 款

市営海水浴場の開設

海水浴場開設事業　〔復興交付金〕

実施計画
掲載ページ

003-401-001-00990

海水浴場開設費

事業コード

1 項

総
合
計
画

観光費

( 3 )

第  節

商工費
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

地域資源を活かす

観光施設の復旧復興

第  章
復
興
計
画

P193 中　事　業

網地白浜海水浴場 牡鹿

海水浴場名

商工費

( 1 )

　海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努め、海難事故防止を図るとともに、観光客や市民
が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客を促進し地域の活性化を図る。
　現在は、牡鹿地区の網地白浜海水浴場の開設、運営に係る事業を実施している。

( 4 )

7/16（土）～8/21（日） 37

(  )

事　業　名

海水浴場入込数

海水浴場名 日数 Ｈ27入込数 比較

地区

地区

　渡波長浜、雄勝荒浜、北上白浜海水浴場の再開に係る調査を実施
・汀線・深浅測量
・ドローンによる空撮
・海流・離岸流調査
・海底内瓦礫調査
・水深調査
・水質検査等を実施

3　海水浴場再開適地状況調査結果
　上記調査項目を元に調査を実施した結果、3海水浴場ともに適地としての判定を受けた。

網地白浜海水浴場

計

37 19,410

開設期間

　海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努めることにより、海難事故防止が図られた。
また、観光客や市民が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客が促進され地域の

活性化が図られた。

Ｈ28入込数

海水浴場事故発生件数  　0件

101.9％

19,410 19,786 101.9％

19,786牡鹿
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　石巻市企業立地等促進条例助成金交付実績

件 円

件 円

件 円

件 円

件 円

件 円

件 円

・新産業等創出促進助成金

合計

1

21

・企業立地助成金

・上水道料金助成金

・雇用奨励助成金 1

・緑化推進助成金

・環境対策設備助成金

004-201-003-00531 事　業　名 企業誘致等支援事業

項目 件数 事業費

一般財源

第  章

　平成28年度は、雇用奨励助成金の拡充等を行ったほか、16社に対して助成金を交付しており、立地企
業等に対する支援を行うことによって、本市産業の復興及び活性化に繋がることから、今後も企業誘致
のインセンティブとしての本助成金制度を適宜見直しながら企業のニーズに即した制度としていく必要
がある。

14

(  )

12,514,500

133,477,894

Ｐ208 中　事　業

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  節

　本市産業の活性化のため、企業誘致等を促進した結果、平成28年度においては、助成金交付は16社、
21件であった。
　なお、16社のうち、平成28年度に新たに交付企業となったのは2社で、30名の新規雇用があり、安定的
かつ永続的な就業の場が確保され、雇用の促進が図られた。

( 4 )

国(県)支出金

商工費

商工費

その他

（単位：円）

成果に係る評価

未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

企業誘致と新産業の創
出

実施計画
掲載ページ

産業の活性化と新産業
の育成

事業コード

　企業誘致の促進及び既存企業の支援により、新産業の育成及び既存産業の活性化等、本市のみならず
石巻広域圏の産業振興を図る。また、安定的かつ永続的な就業の場を確保することによって、雇用の促
進を図る。

目的及び事業内容

5,000,000

予
算
科
目

4 目

7 款

企業立地等促進事業費

60,000,000

30,000,000
取　組　実　績

963,394

25,000,000

1

2

成　　　　果

2

予算の執行状況
予算額

162,794,500

決算額の財源内訳

決算額

133,477,894 133,477,894

地方債
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予算の執行状況
予算額

837,537,000

決算額の財源内訳

決算額

815,906,454 1,800,000

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　施設園芸を次世代に向かって発展させるため、施設の大規模な集約によるコスト削減、ＩＣＴを使用
した高度な環境制御技術による周年・計画生産を行い、所得の向上と地域雇用の創出を図るため、木質
バイオマス等の地域資源を活用した脱石油型エネルギー供給施設や高度な環境制御を行う園芸施設等を
整備する事業者を支援する。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成28年度に栽培、出荷が開始されたが、引き続きコンソーシアムの構成員として事業主体への側面
的支援を行っていく必要がある。

　コンソーシアムの開催により、事業スケジュール、販売計画、施設整備に当たっての進捗状況等の情
報共有が図られたほか、今後の事業実施についての各種課題等解決に向けた協議が行われた。
　また、平成28年11月にトマト、平成28年12月にはパプリカの出荷が開始され、平成29年3月には、ト
マト、パプリカの機能性分析結果を含め、事業報告会が実施された。

中　事　業

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 4 )
予
算
科
目

4 目

7 款

814,106,454

企業立地等促進事業費

一般財源

未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

企業誘致と新産業の創
出

　国の次世代施設園芸導入加速化支援事業の趣旨及び目的を踏まえ、国事業を的確かつ円滑に実施する
ことを目的とし、生産者、実需者、研究機関及び行政等で組織する「石巻次世代施設コンソーシアム」
が設立されており、事業推進に向けての協議、拠点・商品等パンフレットの作成、スマートコミュニ
ティー、スーパーマーケットトレードショーでの情報発信を行った。
　また、事業主体である民間事業者に対し、園芸施設の整備に係る経費を補助し、平成28年8月末施設
完成、平成28年9月からトマト、パプリカの栽培が開始された。

・環境整備の推進に係る経費への補助　　　　　　　2,868,543円
・技術実証（リース導入分を除く）への補助　　　　6,526,911円
・技術実証（リース導入分を含む）への補助　　　298,000,000円
・拠点整備に係る経費への補助　　　　　　　　　508,511,000円

004-201-002-00944 事　業　名 次世代施設園芸導入加速化支援事業

第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章

産業の活性化と新産業
の育成

Ｐ208

商工費

商工費

地方債国(県)支出金
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1　補助対象者

　(1)　市内で事業を営んでいる中小企業者

　(2)　施設が全壊又はそれに準ずる大規模な被害を受け、事業を継続することが困難である者

2　補助対象工事

　(2)　被災した設備の修繕又は入替に要する経費

3　補助金の額

　　補助対象経費の2分の1以内に相当する額（限度額100万円）

　被災した市内事業者の施設復旧を支援することにより、地域経済の活性化を図った。

・ Ｈ28交付件数 20事業所

計 20 18,399,218円

情報通信業 1 985,913円

教育・学習支援業 0

不動産業 15 14,059,075円

建設業 0

医療・福祉 0

宿泊・飲食業 2 1,354,230円

製造業 0

2,000,000円

運輸業 0

卸・小売業 0

予算の執行状況
予算額

23,000,000

決算額の財源内訳

決算額

18,399,218

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　震災により直接被害を受けた市内中小企業者を支援するため、被災した施設及び設備の復旧に要する
経費の一部を補助するもの。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成26年度から、新たに補助対象業種を拡大し、不動産業のアパートや貸事務所も補助対象とした。
このことにより、不動産賃貸業を始めとした、多くの事業所への支援が図られてきており、平成28年度
も20事業所に対して、補助金を交付した。
　また、申請には至らなかったものの、補助申請についての相談が多々あったことから、今後も事業継
続を検討していく必要がある。

　(3)　施設及び設備を復旧して市内で事業を再開又は継続する者で、かつ、当該復旧に要する経費が
　　  20万円以上である者

　(4)　東日本大震災発生以前に、到来した納期において納付すべき市税及び国民健康保険税を完納し
　　  ており、かつ、事業内容が堅実な事業者

予
算
科
目

4 目

7 款 商工費

商工費

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )

18,399,218

地方債国(県)支出金

商工業復興対策費

　(1)　被災した施設の修復、建替に要する経費（住宅と施設が一体となっている場合は、施設に要す
　　 る経費に限る。）

業種 交付件数 交付金額

003-104-001-00430 事　業　名 中小企業者支援事業〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 4 )

Ｐ188 中　事　業

一般財源

第  章

商業の再建復興

サービス業 2
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1　中小企業融資あっせん（一般枠）

　(1) 貸付限度額：2,000万円

　(2) 貸付期間：運転資金7年・設備資金10年・併用7年

　(3) 貸付利率：年2.0％（1年以内のもの1.8％）

　(4) 保証料補給：資金を借り入れた際の信用保証料に対し、50％を補給

2　中小企業融資あっせん（災害関連枠）

　(1) 貸付限度額：1,000万円

　(2) 貸付期間：10年（据置期間2年以内）

　(3) 貸付利率：年1.5％

　(4) 保証料補給：資金を借り入れた際の信用保証料に対し、50％を補給

　(5) 利子補給：直接被害を受けた事業者に限り、100％を補給（3年に限る。）

3　小企業小口融資あっせん

　(1) 貸付限度額：350万円

　(2) 貸付期間：運転資金5年・設備資金7年・併用5年

　(3) 貸付利率：年2.2％（1年以内のもの2.0％）

　(4) 保証料補給：資金を借り入れた際の信用保証料に対し、100％を補給

Ｐ174 中　事　業

一般財源

第  章

雇用の維持と創出

預託額
(千円)

融資枠
（千円）

002-301-001-00392 事　業　名 融資あっせん制度拡充事業

第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

759,950,219

地方債国(県)支出金

中小企業等融資関係費

融資状況 債務残高
保証料補給

（円）
利子補給
（円）

市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

職の再建1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 2 )
予
算
科
目

4 目

7 款 商工費

商工費

成果に係る評価

事業コード

　事業資金を必要とする中小企業事業者への緊急経済対策として実施。融資保証料を50％補給、小企業
小口融資利用者に対しては保証料を100％補給し安定した事業運営を支援している。
　また、東日本大震災の影響により被害を受けた事業者を支援するため、平成23年7月より災害関連枠
を創設し、保証料の50％補給及び利子補給（3年間）を実施。平成26年度より、貸付限度額を500万円か
ら1,000万円へ引き上げている。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　一般枠については昨年度比38件減の63件となったが、震災前と同等の実行件数となっている。震災枠
については昨年度比横這いの13件となった。震災枠については、震災直後のピークは越えているもの
の、一定の実績を確保しながら推移しており、引き続き需要が見込まれることから事業を継続していく
必要がある。

　上記事業の実施により、市内中小企業の経営の維持安定及び振興発展が図られた。

区　分

予算の執行状況
予算額

775,035,000

決算額の財源内訳

決算額

765,834,324 5,884,105

その他

（単位：円）

損失補償金
（円）件数

(件)
金額

(千円)
件数
(件)

金額
(千円)

中小企業
融資

(一般)
607,000 6,070,000 63 427,920 1,204,833 7,067,633 ― 5,884,105

中小企業
融資

(災害)
100,000 1,000,000 13 64,500

小企業
小口融資

43,000 215,000 1 1,500

253

6 4,330 33,000 ― 0

140 321,237 805,247 2,044,339 0
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平日・休日の交通量調査（9時間通行量）

※仮設施設前通行量

Ｐ187 中　事　業

一般財源

第  章

中心市街地商店街の復
旧・復興

Ｈ26 3,040人

　歩行者自転車通行量調査を実施したところ、目標値（震災前の数値の8割）を達成し、被災した中心
市街地商店街の復興支援や消費者の利便性の向上が図られ、中心市街地の災害復興支援につながった。

003-104-001-00425 事　業　名 仮設施設整備事業〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

8,400,000

地方債国(県)支出金

商工業復興対策費

成果指標
達成率等

目標値 実績値

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )
予
算
科
目

4 目

7 款 商工費

商工費1 項

成果に係る評価

事業コード

　壊滅的な被害を受けた中心商店街の仮店舗による営業再開を図り、中心市街地の災害復興を支援する
ため、中心商店街や商工会議所等で組織する仮設店舗運営協議会が実施する中心市街地災害復興事業に
対し助成金を交付する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

  被災した中心市街地商店街の仮店舗での営業再開を目的に設立した仮設店舗運営協議会に対して助成
金を交付し、中心市街地商店街の復興支援を図ることにより、仮店舗入居者の事業再開への意欲向上や
中心市街地の活性化が図られた。
　また、立町復興ふれあい商店街店舗会長及び石巻商工会議所会頭から、自立再建に時間を要するた
め、平成27年12月に閉鎖予定であった同商店街の継続要望があり、平成28年10月31日までの開設期間の
延長を行ったことにより、仮店舗入居者の自立再建に向けた猶予期間が確保され、スムーズな本設移行
が可能となった。

  中小企業基盤整備機構が平成23年11月に整備した仮設店舗施設（石巻立町復興ふれあい商店街）の運
営管理を行う石巻立町仮設店舗運営協議会に対し助成金を交付した。
　なお、石巻立町復興ふれあい商店街は、平成28年10月末をもって閉鎖し、平成29年3月末までに解体
工事を実施済み。

○中心市街地災害復興事業助成金
　交　付　先：石巻立町仮設店舗運営協議会（石巻商工会議所内）
　交　付　額：8,400,000円
　仮設店舗名：石巻立町復興ふれあい商店街（石巻市立町二丁目6-23）

区分

予算の執行状況
予算額

8,400,000

決算額の財源内訳

決算額

8,400,000

その他

（単位：円）

Ｈ28 3,040人 3,113人 102％

2,230人 73％

Ｈ27 3,040人 3,060人 101％
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77,147,106 61,717,000 15,430,106

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

95,000,000

10 13

※総合化事業計画認定件数の目標値は成果指標による

2

成果に係る評価

　市内全体で、6次産業化に取り組む事業者は順調に増加しており、それに伴う新商品も順調に開発が
進んでいる。
　事業者の自立を促すための支援として開催したワークショップ・セミナーや、これまでに開発された
商品を含めた石巻の食材のPRを目的に実施したイベント等、今までの成果を基にした発展的な取り組み
を行うことができた。
　今後も6次産業化を市の重要施策としてさらに推進していくため、現在の支援事業者への継続的な支
援や、新たな支援先の開拓はもとより、事業者の自立をより一層意識した取り組みを重ね、継続して事
業を行っていく必要がある。

44 6 28

Ｈ28 591 30 5 3 24

Ｈ27 849 57 3 5 3

目標 実績 目標 実績 目標 実績

※目標値は成果指標による

【センター事業の成果】

区分
相談受
付件数

支援
事業者数

総合化事業
計画認定件数

商品開発
件数

販路開拓
件数

実績 実績

参加者数

Ｈ27 3 220 298

Ｈ28 4 160 401

目的及び事業内容

　地域資源を活用した商品開発、ブランド力向上及び販路拡大を推進するため、6次産業化の担い手と
なる人材育成と事業化支援を行うことにより、1次産業事業者の経営多角化及び所得向上並びに地場産
業の振興を推進するため、「石巻市6次産業化・地産地消推進センター」を平成26年度に設置。
　6次産業化に取組む人材育成のため、セミナー等を実施するとともに、6次産業化に取り組む事業者に
対し、個別相談や相談の内容に応じた専門家の派遣等、必要な支援を実施する。

取　組　実　績

　平成28年度はセンターにおいて以下の事業を実施した。
1　事業化支援
　(1)　商品開発支援
　　 新規支援案件数13件、6次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画について、センターの支援
　　 により3件の認定がなされた。
　(2)　商品化支援
　　 支援員派遣等により、各種のアドバイスを実施し商品化を推進。試作品開発件数11件、商品化件
     数は13件となった。また、販路開拓支援については、新規販路獲得件数13件となった。
　(3)　総合支援
　　 相談受付件数591件のうち6次産業化関連は30事業者から254件。
2　人材育成支援
　大規模セミナーを1回、全6回の商品開発セミナーを1回、その他のセミナーを2回実施。
　大規模セミナーは「今こそ知りたい　石巻の海のはなし」をテーマに実施し、308名が参加した。
　商品開発セミナーは延41名が参加し、最終的に5名が商品開発を行った。
　その他2回の内訳としては、ノロウイルスセミナー（33名参加）、石巻の食材のPRや生産者と飲食店
　経営者の交流を目的としたシェフミーティング（東京都青山で開催、19名参加）となっている。
3　産業復興支援員業務
　センター運営のECサイト「石巻いっぴんマーケット」に新たに31商品を掲載した。また、独自の
　ウェブマガジンでの情報発信、イトーヨーカ堂やエスパル仙台店でのイベントを行った。

成　　　　果

　センター事業の実施により、6次産業化の進捗が図られた。

【セミナ―（講演会・ワークショップ等）及び視察の開催結果】

区分 開催回数 目標参加者数

実施計画
掲載ページ

Ｐ209 中　事　業 企業育成支援事業費

事業コード 004-201-003-00530 事　業　名 6次産業化推進事業　〔復興交付金〕

復
興
計
画

1 項 商工費 第  節 ( 2 )
企業誘致と新産業の創
出

( 4 )
未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

( 1 )
産業の活性化と新産業
の育成

予
算
科
目

7 款 商工費
総
合
計
画

第  章

4 目 東日本大震災関係費 (  )
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取　組　実　績

1　新商品開発事業
　 5事業（ネットワーク構成した市内事業者計13社）に対し、試作製造やテスト販売等に係る費用を助
   成した。

2　販路開拓事業
   平成28年度交付実績なし。

3　施設整備事業
　 東北農政局から6次産業化・地産地消法に基づく総合事業計画の認定を受けた事業者5社に対し、加
   工場の整備や設備導入に係る費用を助成した。

一般財源

6,000,000円 9,310,347円

予
算
科
目

4

第  章

産業の活性化と新産業
の育成

助成額 件数

1,790,460円 2 5,696,739円1

Ｐ209

区分
新商品開発事業

004-201-003-00926 事　業　名 6次産業化・地産地消推進事業

第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

地方債国(県)支出金

企業育成支援事業費

助成額 件数 助成額 件数

販路開拓事業

未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

企業誘致と新産業の創
出

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 4 )

予算の執行状況

目

7 款 商工費

商工費

1　新商品開発事業
　 ブランドをＰＲするためパッケージに注力したり、テストマーケティングやアンケートを実施して
　 商品のブラッシュアップを行うなど、販売に向け商品の開発が行われた。

2　販路開拓事業
　 平成28年度交付実績なし。
　
3　施設整備事業
　 加工場の整備や設備導入により、新商品の開発・食品加工に取り組める環境が整った。事業所に
　 よっては、機械導入直後の商品受注や、加工場整備後に新たな製造及び販売許可を取得した事例
　 があった。

成　　　　果

【交付実績】

成果に係る評価

事業コード

　農林漁業者と地域の様々な事業者との連携を強化し、創意工夫による地域資源の高付加価値化を図る
ため、1次産業者、2次産業及び3次産業を営む事業者がネットワークを形成して取り組む新商品開発や
新ブランドの確立等を図る事業に対して、予算の範囲内において石巻市6次産業化・地産地消推進助成
金を交付する。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　平成28年度は、8件、9,310,347円を助成した。
　平成26年度に設置された石巻市6次産業化・地産地消推進センターの取組との相乗効果により、活用
希望が増加した。
　助成により、石巻市の食材を活用したこれまでにない商品の開発に繋がっていると考えられ、本事業
の効果は非常に高く、6次産業化に取り組む事業者への支援は今後も継続する必要がある。

8

助成額

中　事　業

予算額

10,000,000

決算額の財源内訳

決算額

9,310,347 9,310,347

その他

（単位：円）

施設整備事業 合計

件数

1 1,500,000円 3 4,500,000円 6 10 17,370,711円

Ｈ26 0 1 3,906,279円

11,370,711円Ｈ27

Ｈ28 5 3,310,347円 0 3

- 217 -



1,500人

1,300人

100人

1,300人

12店舗参加

入込数

9,661,000円

10,609,000円

20,270,000円

入込数

交付件数

16件物産市等イベント開催支援事業

物産市等イベント参加支援事業

計

（単位：円）

1　物産市等開催・参加支援事業費補助金の交付
　・補助対象者　　市内に事務所を有する事業者等で組織する団体等
　・補助対象事業・補助額
　　①物産市等イベント開催支援事業…市が推奨する地元産品等の販売促進を伴うもので、
　　　石巻地域で開催する物産市等の事業
　　　補助率：3/4　　補助限度額：1事業につき75万円
　　②物産市等イベント参加支援事業…広域的な連携を目的に、宮城県外で開催される
　　　物産市等に参加し地元産品等の展示・販売する事業
　　　補助率：4/5　　補助限度額：1事業につき30万円
2　雄勝復興祭りイベント事業補助金の交付
　・補助対象者　　おがつ復興市実行委員会
　・決　算　額　　2,100,000円
　・内　　　容　　主におがつ店こ屋街を会場に、イベントを5回開催しにぎわいの創出を図った。
3　北上復興祭りイベント事業補助金の交付
　・補助対象者　　にっこり歳の市実行委員会（石巻市北上地域物産振興協会）
　・決　算　額　　1,000,000円
　・内　　　容　　にっこり歳の市を開催し、にぎわいの創出を図った。

開催日

10/1

6/4

76件

補助金額

　物産市等の事業経費の一部を補助することによって、本市特産品の普及が促進され、震災の影響によ
り落ち込んだ地域経済を立て直すための一助となった。

事　業　名

予算の執行状況
予算額

33,100,000

決算額の財源内訳

決算額

23,370,000

地方債

事業名

予
算
科
目

4 目

7 款

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

取　組　実　績

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

商工費

名称

情報交流館雄勝館開館・店こ屋街移転記念共同開催

第  章
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

地域資源を活かす

( 3 )

観光業・施設の再生復
興

その他

23,370,000

( 1 )

　復興市等の実施やイベントへの参加に対して助成金を交付し、観光復興を図る。

1　物産市等開催・参加支援事業費補助金の交付

( 4 )第  節

観光物産復興対策費

物産市等開催・参加支援事業、雄勝復興祭りイベント事業
北上復興祭りイベント事業　　　　　　　　　〔復興基金〕

商工費

一般財源

(  )

復
興
計
画

003-401-002-00463

60件

名称 開催日

Ｐ193 中　事　業

国(県)支出金

にっこり歳の市 12/23

おがつ・夏・海鮮まつり 7/3

おがつ灯篭流し 8/14

おがつ店こ屋街5周年記念ホタテまつり

2　雄勝復興祭りイベント事業

3　北上復興祭りイベント事業

おがつ店こ屋街年末年始売出大抽選会 12/23～1/8

100人
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○

　震災後、激増している来訪者の対応等で負担が大きい石巻観光ボランティア協会に対し、研修等のた
めの活動費を補助した。
1　研修会関係
・研修会「石巻の観光とＤＭＯについて」（Ｈ28.12.14）
・研修会（牡鹿方面）（Ｈ28.12.14）
2　ボランティアガイド関係
・ぱしふぃっくびぃなす寄港対応（Ｈ28.4.1、石巻市ガイド、ツアー添乗）
・ゴールデンウィーク駅頭案内（Ｈ28.5.3～5）
・ＪＲイベント「マンガでつなＧＯ！東北」駅頭案内（Ｈ28.7.24～25）
・マンガロードモニュメント清掃（Ｈ28.7.25）　ほか

その他

（単位：円）

取　組　実　績

　「大震災学びの案内」の利用者は開始以来、延べ10万人を超える全国からの来訪者を案内していた
が、平成24年度以降は年々減少しており、平成28年度については前年度比　△17.1％となった。
　しかしながら「震災まなびの案内」の実施に係る受入団体であることや、震災の教訓を次の世代に継
承し、風化させないためにも本団体の存在は重要であり、今後も研修の実施により質の高い案内を提供
し、参加人数の増加に取り組むこととしたい。
　なお、被災地を訪問された方々は、土産等で地場産品を購入されており、本団体の取組により間接的
に地域産業復興の一助ともなっている。

事　業　名

予算の執行状況
予算額

500,000

決算額の財源内訳

決算額

500,000

地方債国(県)支出金

成果に係る評価

事業コード

目的及び事業内容

一般財源

石巻観光ボランティア協会復興支援事業〔復興基金〕

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

003-401-002-00465

観光物産復興対策費

平成28年度　大震災学びの案内　活動実績

復
興
計
画

予
算
科
目

4 目

7 款

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )

第  節

(  )

第  章
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

地域資源を活かす

67台 1,712人

16台 172人

( 4 )

500,000

Ｐ193 中　事　業

8月 63台

125台 3,439人

1,574人

5月

観光業・施設の再生復
興

商工費

商工費

( 2 )

　「震災まなびの案内」、石巻地域の歴史・文化等を案内する取組により、被災地を訪れる方々の対応
を行っている石巻観光ボランティア協会に対する活動費を補助し、円滑な活動の促進を図る。

平成27年度　大震災学びの案内　活動実績

参加人数

4月 43台 1,019人

6月 98台 2,379人

バス台数

7月 81台 1,829人

11月 94台 1,674人

9月 83台 1,931人

10月

12月 23台 450人

3月 27台 595人

1月 22台 581人

2月

計 742台 17,355人

バス台数 参加人数

4月 51台 1,121人

5月 62台 1,324人

6月 96台 2,216人

7月 76台 1,927人

8月 44台 825人

9月 69台 1,712人

10月 120台 2,911人

11月 55台 422人

12月 8台 241人

1月 5台 23人

計 628台 13,475人

2月 16台 247人

3月 26台 506人
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Ｐ138 中　事　業

一般財源

第  章

中心市街地商店街の復
旧・復興

001-301-001-00913 事　業　名
観光交流施設（かわまち公共施設）整備事業
　　　　　　 　　　 　  　　〔復興交付金〕・〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

349,418,264

地方債国(県)支出金

商工業復興対策費

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )
予
算
科
目

4 目

7 款 商工費

商工費

成果に係る評価

事業コード

　生鮮マーケットとかわまち公共施設からなる観光交流施設を核として、基幹産業である農林水産業の
振興やまちなか商業の賑わい創出、交流人口の増加に向けた中心市街地の活性化に資することを目的に
「かわまち交流拠点整備事業」を推進する。
　具体的な事業内容として、生鮮マーケット等の敷地整備やかわまち公共施設整備（設計及び施工）、
かわまち立体駐車場整備（指名型プロポーザルによる業者選定、設計・施工一括発注）を行う。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　かわまち交流拠点整備事業を推進するなかで、生鮮マーケット（いしのまき元気いちば）が平成29年
6月末にオープンし、かわまち交流拠点駐車場及びかわまち公共施設も平成29年度内にそれぞれオープ
ンする目途がついたことから、当初の目的達成に向けた基盤整備が概ね整った。

・観光交流施設（かわまち公共施設）建設設計業務により、かわまち公共施設の基本設計及び実施設計
が完了し、平成29年度より建設工事に入ることが可能となった。

・平成28年度から平成29年度の2ヶ年の継続事業として、かわまち交流拠点駐車場整備工事を推進する
ことで、平成29年度内の施設完成が見込めることとなった。

・観光交流施設（かわまち公共施設）建設設計業務（26,028千円）

・かわまち交流拠点駐車場整備工事（設計施工一括発注：286,570千円※既存構造物撤去費含む）
　→※平成28年度-平成29年度継続事業

予算の執行状況
予算額

662,200,000

決算額の財源内訳

決算額

397,452,050 48,033,786

その他

（単位：円）

- 220 -

石巻市産業創造助成金交付実績

予算の執行状況
予算額

2,000,000

成果に係る評価

　本事業の平成28年度の交付実績は、情報提供事業1件のみという結果であった。
　平成26年度より3年間、震災により被災した企業に対する販路開拓・拡大に向け、助成金交付限度額
を引き上げたところであったが、利用される企業は少なかった。
　要件緩和や申請手法の簡略化等を含め、助成内容を改めて検討していく。
　本市の産業の復興には、新たな産業の創出が不可欠であり、雇用の維持・促進にも繋がることから、
今後も本事業を積極的に推進していく必要があり、補助事業活用者増に向け、引き続き制度の周知に努
めていく。

国(県)支出金

378,975 378,975

その他

（単位：円）

地方債

成　　　　果

取　組　実　績

　展示商談会において、事業者の主力の寿司ねたの他、海鮮ぶっかけ丼の具や冷凍米飯等の商材を展
示・案内し、多くの来場者（スーパー、小売専門店等）に広くPRすることができた。普段では商談の機
会のない売り先に対して、商品への興味を持っていただける等、販路拡大に向けた一助となった。

業務支援事業

決算額の財源内訳

決算額

0円

合計 1 378,975円

商工費

商工費

事業コード

 市内既存企業及び進出企業に対して、新たな産業の創出及び雇用促進の効果が期待できる事業として
取り組む人材育成、研究開発、情報提供、業務支援の各事業への側面的支援を行うことにより、本市の
産業振興と雇用の拡大を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 4 )
予
算
科
目

4 目

7 款

378,975円

未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

企業誘致と新産業の創
出

第  章

企業育成支援事業費

　「石巻市産業創造助成金」の交付
○情報提供事業として、3日間の総来場者数75,000人を超える「第19回FABEX2016」という外食・中食・
給食・配食・弁当・惣菜・デリカ・業務用専門展示商談会に出店した市内被災事業者に助成金を交付し
た。

項目

一般財源

0

0円

情報提供事業 1

004-201-003-00931 事　業　名 企業育成支援事業

第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )
産業の活性化と新産業
の育成

件数 事業費

研究開発事業 0

Ｐ209 中　事　業
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平成29年1月30日～平成29年12月20日：工事期間

請負金額：39,420,000円（うち平成28年度支払分　19,710,000円）

工事請負費残額　20,290,000円、及び備品購入費　3,000,000円は平成29年度に繰越明許

成果に係る評価

○北上観光物産交流センター　施設概要
　所在地：石巻市北上町十三浜字東田1番地
　施設機能：木造平屋建て　延べ床面積：92.8㎡
　　　　　　物産展示販売スペース・交流スペース
　業務内容：北上の観光案内・情報の発信
　　　　　　北上の生産物及び加工品の展示販売
　　　　　　北上の風景写真の展示等
　その他　：午前9時から午後5時まで

その他

（単位：円）

取　組　実　績

　平成29年12月完成予定としており完成後は環境省で整備するフィールドミュージアムと一体的に、北
上地域の観光・物産振興に寄与することとなる。

成　　　　果

決算額の財源内訳

19,710,000 3,943,00015,767,000

地方債国(県)支出金

事業コード

実施計画
掲載ページ

003-401-003-00179

北上観光物産交流施設整備事業費

決算額

目的及び事業内容

一般財源
予算の執行状況

予算額

19,710,000

予
算
科
目

4 目

7 款

商工費1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )商工費

( 3 )

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

地域資源を活かす

新規観光戦略施設の整
備

　環境省が北上地区に整備するフィールドミュージアムの敷地内に、観光物販交流施設を整備し、地域
再生と共に観光振興を図る。

( 4 )

復
興
計
画

事　業　名 北上観光物産交流施設整備事業 〔復興交付金〕

Ｐ194 中　事　業
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商工費

市独自補助金の交付件数

創業支援事業の実施による創業件数

19創業支援事業の実施による創業件数

　平成28年度は19名に対して補助金を交付しており、今後も創業者に対する支援を行い、本市産業の復
興及び活性化に繋げていきたい。
　なお、補助金交付事業者を対象とし、事業継続状況や経営課題等のヒアリングを行い、創業支援事業
者間での情報共有を図ったが、今後も創業者の事業継続に向けたフォローアップに努めていく必要があ
る。

（単位：円）

創業支援事業の実施による創業件数

23 34

総
合
計
画

第  節

成果指標

30

中　事　業

取　組　実　績

33成　　　　果

款
復
興
計
画

　創業支援事業者間の連携を密にするため、「石巻市創業支援事業者連携会議」を定期的に開催し、各
支援事業者の活動状況等の情報共有を行ったほか、本市独自の支援制度である「石巻市創業支援補助金
制度」により、創業者の支援を行った。
　また、「第2回石巻市創業ビジネスグランプリ」を開催し、新規創業に繋げるとともに、起業家意識
を持った人材の発掘を行った。

1　石巻市創業支援補助金の交付実績
　・ 7件　12,882,051円（※地方創生先行型を活用した事故繰越分）
  ・19件　21,558,080円

2　第2回石巻市創業ビジネスグランプリの実績
　・募集期間：平成28年10月1日から11月30日まで
　・応募件数：一般部門　9件、学生部門　15件（大学生：6件、高校生以下：9件）
　・入賞者：一般部門　最優秀賞1件、優秀賞2件、奨励賞2件
　　　　　　学生部門　大学生：優秀賞2件、高校生以下：最優秀賞1件、優秀賞2件
　・表彰式：平成29年2月5日（日）遊楽館で実施
　　　　　　市内の企業経営者による講演、創業者事例発表、受賞者によるプレゼンテーション、
　　　　　　創業した事業者の商品（サービス）の展示会を併せて実施

004-201-002-00943

189％

( 1 )

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

事業コード

Ｐ208

事　業　名

7 商工費

1 項

達成率等

4 目 東日本大震災関係費

実績等

( 2 )

区分

企業立地等促進事業費

創業支援事業 〔復興基金〕

目的及び事業内容

第  章

産業の活性化と新産業
の育成

( 4 )

一般財源

7 140％

目標値

143％

(  )

未来のために伝統・文化を守
り、人・新たな産業を育てる

企業誘致と新産業の創
出

　「石巻市創業支援事業計画」に掲げる各種支援事業を実施し、開業率の向上による本市産業の活性化
及び雇用の確保を図る。

　平成28年度も、各種創業支援事業の実施によって目標値を上回る実績があり、効果的に創業を促すこ
とができた。

353％

予算の執行状況

47,489,000 35,846,153 21,558,08012,882,051

その他地方債

1,406,022

5

148％

1

Ｈ28

創業支援事業の実施

市独自補助金の交付（決定）件数

158％30

Ｈ27

36

成果に係る評価

23

5

創業支援事業の実施

市独自補助金の交付（決定）件数

19

Ｈ26

19

創業支援事業の実施

23

130％

20％

5 19 380％

国(県)支出金

67

決算額の財源内訳

予算額 決算額
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